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【はじめに】ナノダイヤモンド（ND）粒子は種々の高機能特性を有する材料であり、特に低細

胞毒性および高生体適合性を示すことから、医用分野において表面化学修飾による高付加価値化

の研究が活発になっている。一方、ガドリニウム（Gd）錯体は MRI造影剤として一般的に医療分

野で利用されているが、比較的短時間で体外へ排泄されることから、経時診断への適用が困難で

ある。本研究では、新規 MRI 造影剤としての利用を目指した各種粒径を有する Gd 錯体担持 ND

粒子の作製について検討した。 

【実験】ND粒子（粒径 5, 50, 100 nm）およびジ

エチレントリアミン五酢酸（DTPA）を塩化チオニ

ル共存下で脱水縮合反応を行った。さらに Gd錯形

成のため、DTPA 修飾 ND 粒子に塩化ガドリニウ

ム水溶液を作用させた。実験処理後、修飾 ND 粒

子について DRIFT、XPS、MS、ICP-MS 分析を行

った。 

【結果】DTPA との脱水縮合反応前後の ND 粒

子（粒径 5 nm）、さらに Gd錯形成処理後の試料に

ついて XPS分析を行ったところ、新たに DTPA分

子由来の N1s（398.9 eV）のピークが観測され、Gd4d 

(141.3 eV)ピークが観測されたことから、錯形成に

よりGd-DTPA-ND粒子が形成されたことを明らか

にした（Fig. 1）。各種ND粒子（粒径 50, 100 

nm）についても同様の反応を行ったとこ

ろ、5 nm粒径品と比較して DTPA修飾反

応が進行しにくく、これは原料 ND 粒子

表面化学官能基の相違に依るものと考え

られる。さらに、Gd担持 ND粒子の MRI

撮像結果についても報告する。 
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Fig. 1. XPS spectra of (a) ND, (b) DTPA-ND 
and (c) Gd-DTPA-ND. 
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